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研究成果の概要：発展途上地域で最も早い時期から「民主化」と市場経済化を経験したラテン

アメリカにおいて、近年、政治が最も不安定化しているアンデス諸国（ボリビア、コロンビア、

エクアドル、ペルー、ベネズエラの 5 ヶ国）に関し、現地調査を踏まえつつ、ポスト新自由主

義の時代に突入したアンデス諸国の現代的位相を歴史経路や構造的条件を重視しながら解明し

たうえで、近年の動向や情勢を分析した。そして、5 ヶ国を比較する研究を行い、対象国間の

共通点と相違点を洗い出し、事例の相対化を図り比較分析の枠組を検討した。 
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１．研究開始当初の背景 
(1) ラテンアメリカは、他の発展途上地域に
先駆けて、1970 年代後半からグローバル化の
一環でもある「民主化」と市場経済化が進ん
だ。それは、マクロ経済面での安定と発展や
地域統合の促進、民主的な政治の枠組の維持、
それまで政治参加を認められなかったある
いはしなかった人々による新たな政治勢力
の台頭、文化的多元性の承認などをもたらし
た。だが他方、貧困に加え、民族（先住民、
混血など）、階層、地域といった側面におい
て厳然と存在する格差など、19 世紀初頭の植
民地からの独立以来、ラテンアメリカが抱え

てきた構造的問題を悪化させ改めて浮き彫
りにした。そこでは、多文化共生やグローバ
ル化といった新たな世界的潮流に曝される
中、常に問われてきた国家建設、国民形成の
課題が、今さらのように提起されている。 
また、伝統的に脆弱な国家の機能が向上し

ないか低下し、政党や組合、政治・社会運動
など中間媒介組織の変容と再編が生じると
ともに、麻薬問題や汚職の蔓延、犯罪なども
助長されて、社会的紐帯の弛緩と社会紛争の
激化が起こり、90 年代以降、代表制民主主義
の枠組みが揺らいでいる。政治が流動化し、
民主的なガバナビリティの構築が重要な課
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題として浮上しているのである。 
 
(2) さらに、構造的な問題を含む社会経済面
での悪化は、新自由主義路線の見直しを迫る
事態を招き、それを支持する勢力が多数派と
なるポスト新自由主義の時代が既に始まっ
ている。1990 年代の終わりから、いわゆる左
派政権が誕生する例が増加している事実は、
そうした状況を端的に反映している。 
 
(3) アンデス諸国（ボリビア、コロンビア、
エクアドル、ペルー、ベネズエラの 5ヶ国）
は、前記のようなラテンアメリカ一般の情勢
が最も先鋭かつ象徴的に発現している地域
で、近年の不安定化が顕著である 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、南米アンデス諸国を事例
に、グローバル化の下で不安定化する開発途
上地域においてガバナンス（良好統治）を構
築するための諸条件と制度を解明すること
である。そのための基礎作業として不安定化
するメカニズムと現状の調査を実施すると
ともに、比較研究をつうじて事例分析結果の
理論化を探究する。最終目標はガバナンス構
築の理論化にあるが、本研究課題では、事例
の綿密な比較研究を実施し、その結果と分析
枠組を検証した後、他地域との比較を行い、
一般化への方向性を探る。 

具体的には、次の調査研究を行う。 
 
(1) 1980年代からの民主化と市場経済化によ
って生起した変動と不安定化の現状につい
て調査分析を実施する。 
 
(2) 共通した枠組を用いてアンデス 5ヶ国を
比較研究し、不安定化の原因や背景、構造的
な条件について、共通性と相違点を検証する。
政治、経済、社会・文化にわたる重層的な比
較研究をつうじて、各国の特質とアンデス諸
国全体としての共通した特徴や条件を明確
にする。そして、ガバナンス構築をめぐる基
礎条件や萌芽の動きについて比較分析を実
施する。 
 
(3) 他地域との比較を行い、南米 5ヶ国の比
較研究によって得られた調査研究結果、なら
びにその際に用いた比較の枠組を検証する。
東南アジアや中東欧などとの比較検証を実
施し、事例研究の成果ならびに総合的アプロ
ーチに基づいた比較分析枠組の理論化を探
究する。 
 
３．研究の方法 

本研究の研究期間は 3年で、次の 3つの段
階からなっていた。 
 

(1) 第 1 段階は、1980 年代からの民主化と市
場経済化によって生起した変動と不安定化
の現状について、総合的なアプローチによる
学際的な調査研究を研究対象国において実
施した段階である。これは、平成 18 年度か
ら平成 19 年度の前半までの時期にあたる。
構造的な諸要因との関連に焦点をあて、不安
定化の背景を各国ごとに解明した。またその
中で生じている内発的なガバナンス構築に
向けての基礎条件や萌芽の動きについても
着目した。 
第 1段階の調査研究は、研究対象国を二つ

のグループに分けて実施した。2 つのグルー
プとは、先住民人口の割合が大きく政治勢力
が少数分裂化しているボリビア、エクアドル、
ペルーの第 1グループと、混血を主とし、20
世紀後半には二大政党制の下で安定してい
たコロンビアとベネズエラの第 2グループで
ある。分析枠組の点検を実施したほか、各グ
ループ内での比較研究によって、対象国間の
類似性と相違点を解明した。 
 
(2) 第 2 段階は、平成 19 年度後半で、アン
デス諸国に関する調査研究をまとめる段階
である。前述の 2つのグループに分かれて実
施した調査研究の成果を、グループ間で比較
し、アンデス諸国全体の類似性と相違点を検
証した。その成果をもとに、開発途上地域に
おける内発的なガバナンス構築のための諸
条件と制度に関し考察した。また、比較分析
枠組についても、汎用度を高めるよう検討を
くわえた。 
 
(3) 第 3 段階は、平成 20 年度にあたり、ア
ンデス諸国に関する補足調査の実施と、他地
域との比較による理論化の探求に従事した。
補足調査は、アンデス諸国に関する調査の成
果をまとめる第二段階（前年度後半）で発見
された必要性に応じて実施された。補足調査
の結果を受け、アンデス諸国の事例に基づく
研究成果と分析枠組を最終的に完成させた
後、ラテンアメリカ以外の地域との比較研究
を行い、その一般化の方向性を探究した。 
 
(4) 初年度と最終年度にシンポジウム、2 年
目にワークショップを開催し、本件研究の成
果発表の機会とした（シンポジウム「ポス
ト・ワシントンコンセンサス期のラテンアメ
リカ─アンデス諸国の政治社会変動と自然
資源管理─」平成 19 年 1月 26 日～27 日、ワ
ークショップ「現代アンデス諸国の政治動
向」平成 20年 1 月 26 日、シンポジウム「ポ
スト新自由主義時代のアンデス諸国─社会
変動の比較研究─」）。また、学会発表や論文、
研究書の発行を通じて、本件研究の成果を公
表した。研究書の 1冊は、科学研究費補助金
（研究成果公開促進費）学術図書（課題番



 

 

号：２０５１１０）を得て最終年度末に発行
された。 
 
４．研究成果 
(1)  アンデス諸国は、その歴史展開の点で
幾つかの点で共通項を持っている。例えば、
スペイン植民地を経て 19 世紀初頭の独立で
は、現在のベネズエラ出身の指導者ボリバル
が重要な役割を果たした。 

経済面では、天然資源や農産物など第一次
産品の生産が中心で、その基本的な構造は植
民地時代から今日に至るまで大きく変わっ
ていない。20世紀に入ると、他のラテンアメ
リカの国と同様に製造業の振興が国家によ
って図られたものの、メキシコや、南部地域 
(Cono Sur) にあるアルゼンチン、ブラジル、
チリ、ウルグアイほどには発展しなかった。 
 
(2)  他方、アンデス諸国の間には相違点も
存在する。それは、中央アンデスと呼ばれる
ボリビア、エクアドル、ペルーと、北部アン
デスのコロンビア、ベネズエラとの間の違い
として観察されてきた。まず、人口、文化、
社会における先住民の存在に違いがある。中
央アンデス諸国は、スペイン人による征服前
に先住民の文明が興亡した主要舞台であっ
た地域で、先住民の存在が北部アンデス 2ヶ
国よりも大きい。ラテンアメリカ全体の中で
も、メキシコ、グアテマラと並んで、先住民
人口が多い国々である。 

また、歴史展開の点でも中央アンデスと北
部アンデスでは異なっている点がある。それ
は、19 世紀終わりから 20 世紀初めにかけて
発展した第一次産品輸出を背景に成立した
寡頭支配 (oligarquía)、つまり「財産と教
養を持った」少数の限られた人々にのみ参加
が認められた政治に対し、それから排除され
ていた中間層や下層の人々が 1920 年代前後
以降に、いわば下から挑戦する過程で見られ
た。  
 
(3)  コロンビアとベネズエラでは、激しい
政治紛争の中から、50 年代の終わりに、政権
担当者の選出や利益配分を含む政治の意思
決定をめぐる方法やルールに関する合意が
主要な勢力の間で生まれ、その後実践が重ね
られるという政治の制度化が進み、それを基
にした二大政党制による民主主義が定着し
た。 

ただし、この民主主義は、二大政党の幹部
がカウディジョ（caudillo、政治ボス）とし
て君臨する寡頭支配的な色彩が強く、市民に
よる自発的結社が下から活力を与える民主
主義の理想からはかけ離れていた。それでも、
二大政党制による政治の制度化は、60 年代か
ら 70 年代にかけては安定をもたらし、植民
地時代以来の構造問題を根本的に解決する

ものではなかったにせよ、製造業がより発展
したメキシコやアルゼンチン、チリ、ブラジ
ル、ウルグアイと同程度の生活水準の実現を
可能にした。特に、ベネズエラの水準はアン
デス諸国では抜きん出ていた。 
 
(4)  これに対し、中央アンデス諸国では、
寡頭支配勢力と中間層や下層の人々に基盤
を置く勢力との間の対立が政治、特に民主政
治の制度化と安定化に繋がらなかった。政治
が紛糾し、軍が介入することも珍しくなかっ
た。ただ、ラテンアメリカの他の軍事政権と
異なり、中央アンデス三ヶ国に特徴的なのは、
伝統的には寡頭支配層の側に立っていた軍
（あるいはその一部）が、製造業の未発達に
象徴されるように、文民勢力による国家開発
があまり進捗しない状況を前に、政権に就い
て国内改革を推進し国家を中心とする発展
を促そうとしたことである。中央アンデスで
は改革が軍人の手で進められ、それまでの寡
頭支配を終焉させた。しかし、構造的諸問題
を抱えた社会を抜本的に変革するまでには
至らなかった。同時に、寡頭支配に代わる新
たな持続的政治秩序を構築することにも失
敗した。 
 
(5)  二大政党制による民主的な枠組による
政治にせよ、軍事政権による改革政治にせよ、
国内市場向けの製造業新興を重要な柱とす
る国家中心の発展路線を推し進めた結果、財
政赤字や累積対外債務などマクロ経済面で
の不均衡が拡大し、インフレも亢進し始めた。
既に指摘した様々な面での格差構造を背景
とする国内市場の狭隘さの限界により、国家
主導型経済発展路線が 1960 年代までに既に
行き詰まっていた。加えて、70 年代の石油危
機による世界不況など国際的な経済危機の
影響も受けて経済が不安定化した。 
そうした中で軍事政権が動揺し民政移管

が起きたのであった。79 年のエクアドルの民
政移管は、前年のドミニカ共和国での公正な
選挙の実施に続くラテンアメリカにおける
民政移管の二例目で、以後、ペルーをはじめ
とするラテンアメリカ諸国で民政移管が実
現した。世界的には、70 年代半ばに南欧で始
まり、ラテンアメリカに到達した後、アジア
やアフリカへと伝播した「民主化第三の波」
の一部であった。 
 
(6)  経済が不安定な状態は 1980年代を通じ
ラテンアメリカ全体で見られ「失われた 10
年」などと呼ばれた。アンデス諸国でも二度
の国内総生産成長率が低下し、コロンビアを
除く 4ヶ国がマイナスを記録している。 
経済回復のため、他のラテンアメリカ諸国

と同様、1980 年代以降、アンデス諸国も国家
の役割を縮小し市場経済原理を導入する新



 

 

自由主義的な経済改革を進めた。特に、80 年
代後半以降は、新自由主義路線が支配的とな
った。ただし、アンデス諸国全体の経済改革
度は、南部地域やメキシコ、中米諸国に及ば
ないのみならず、ラテンアメリカ全体の平均
を下回っていた。とりわけ、ベネズエラでは、
新自由主義的な経済改革は他の国ほどには
進まず、ラテンアメリカの中でも最低の水準
にとどまった。 
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